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緒 言

結核患者に「ワクナール」治療を昭和7年 以來今

日迄10数 年間に及べ り｡而 して第1表 に示す如 く

余の経験に於ては未だ其れが爲に治療上に何等の

悪 き副作用な く其治療患者数の80%以 上は経過

良貯にして軍に召集せ られたるもの藪百名あ り其

等は何れも軍務に從事し復員の今日尚健康を保持

し居れ り余は昭和2b年4月 以降輻井縣圓生郡城崎

村に疎開し約一 ケ年有孚海岸地匝並に山間地匠の

結核患者教百名を取扱ふ機會に遭遇したれば其等

に就て少 く記述ぜんとす其等の患者は臨床上には

相當に進行の歌態にて喀痩中結核菌陽性者(開 放

性のもの)並 に有熱患者且第三期或は末期 とも憩

はしき患者多 くあ りたるも此の地に於ては都會地

の同患者よりも比較的苦痛少 く從て家事其他の輕

ぎ勢務に堪へ且此地の患者の多 ぐは1、2ク 月或は

ユ年半前にBCGの 接種 を受 け 居れ り其れに も

拘 らす「ツ」反慮陰性者多 く又赤沈等 も左程下降せ

す然し喀湊中結核菌陽性者多 し因つて余は此地匿

の結核患者に就て臨床的の精密なる槍査は勿論赤

沈 レ線槍査並に 「ツ」反磨等の検査を行ひた り其

「ツ」反鷹陽性者は勿論陰性者にて も詳細なる検

査の結果 「ワクナ・づ レ」注射に適當と思はれる者

鷹 本療灘 翻 遡 都會地にある徽 轟 に就

ての實験成績は去る昭和16年 以降同19年迄の間に

数回に亙 り學禽に報告せ り｡

患 者 の 種 類

此地の結核患者は以上記述せ し如 く第3期 及末

期 と思はしき患者は其疾病の経過長く初期第1期

,と思はれる患者は都會地の其れに比較して自畳症

輕微に して「ッ」反磨陰性者多き爲め其疾病有無の

検診困難なると同時に40歳以上6・70歳の老人に多

きも認めた り又第2期 とも思はれる患者は其臨床

所見明瞭なるに拘 らす自畳症輕微な り、因つて余

は再三再四精密なる桧査を行ひ結核患者の家族は

勿論 結 核 と思 は れ る者 に は 此 の 治療 を試 み た り◇

第1表BCG接 種後並 にvグ ナ ール注射前後

に於 けるツ反慮の歌況

(但 し山間地琶及海岸地匿 の もの)
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BCG接 幽5・名卿 名}ナシ47名
BCG接 種後の翼病者55名50名{5名1ナ シ50名

無 自 髭 性 肺 結 核10名4名6名 ナシ ユ0名.

第1期 肺 結 核CO名35名5名 ナシ38名

第2期 肺 結 核45名38名7名 ナシ42名

第3期 肺 結 核20名15名5名10名10名

小 兇 肺 結'核10名6名4名 ナシ ユ0名

本報告は都會地と山問海岸地との比較即ち 「フ

クナール」の効力が何れに良 く現はれるか を實験

す る目的なれ ども同一時に同一の 「ワクナール」

を以て雨者を封比出來 ざるにより今同山聞並に海

岸地に實験 したる成績を第1表 に示 し且其れに就

いて少 しく記述せんとす｡

「ワクナール」注射に因る局所反感 と

「マントー」氏反鷹との關係 、

學童は勿論其他老若男女も概ねBCGを 注射 し

居れ り文山聞地匝海岸地匠に於ける結核患者殊に

青年男女及復員軍人學童の結核患者は何れ も巳に

BCGを 注射 されて居 り其注射局部に化膿治癒後

・の痕痕あるもの多数あ り此等患者はBCG注 射後

に爽病 したるものか又は注射前已に襲病 し居 るか

は不明な り、以上の如 く同地の結核患者はBCG .

の注射を受けたるもの も受けざる もの も 「ッペル

クリン」反慮の陰性者多 きを見た り因つて 「ツ」

反慮陰性陽性にか 玉わ らす獲病者は全部 「ワクナ

ール」の注射を試みたるに陰性陽性者に拘 らす注

射局部の硬結化膿潰瘍萬現後臨床所見並に一般 諸



症歌の良好に韓すること早期に現れた り｡

「マン トー」氏反磨陰性者の場合

同地の罹病者は 「ツ」反慮陰性春多くして此患

者は又大抵BCG注 射後のもの多し以上の患者は

「ワクナール」注射千倍液3、4同 注射絡 了後已、

に硬結を生 じ千倍液8、9同 以半 を注射 し後百倍
ノ

濠に達すれば都會地に於ける患者よりも注射局部

の硬結化膿潰瘍速かに現れると同時に患者一般諸

症歌良好に韓するもの多 し然しBCG注 射を受け

たる ものは然 らざる者よりも臨床所見割合に増悪

し居れ り 「ワクナール」注射後も良姫に韓 じ難し

而 し注射同籔多 く又其期間 も梢々長期に達すれば

良好に韓す又 「ツ」反慮陰性者にて臨床上第3期

然か も進行性の もの及び末期の患者には 「ワクナ

ール」注射を施行せす第2期 と思はれる患者にて

合併症(例 へぱ腸喉頭等)あ る患者にて 「ッ」反

癒陰性者と錐 も其経過 を精密に観察し注射を施行

して稀れに効 を奏することもあ りたり｡以 上「ッ」

反磨陰性者は死の韓館を除 く外はSワ クナール」

注射に因つて陽性に韓化した り此れは都會地の其

れよりも早 し｡

「ツ」反礁弱陽性者並に強陽性者の場合

此部に屡する者は初期無自畳性、肺結核第2期

に多 く稀れには第3期 と思はれる者にも認めるこ

とあ り｡以 上の患者は都會警 ある患者 よ り も

「ワクナール」注射局部硬結化膿潰瘍の現れるこ

と早く且つ第3期 と思れる例 を除 くと臨床所見 も

早 く良韓するを見たり多 くの例は注射後1、2ク

月後には注射局部の現象と病歌の良好に韓ぜるこ

とを認めたり且つ其良好に韓する患者勢も都會地

に比し多 し 「ワクナ・一ノレ」注射前 「ツ」反懸弱陽

性は注射後は強陽性に注射前強陽性者は爾一・暦反

慮度の高まることを認めたるものあ り尚 「ツ」反

癒弱陽性者の ・「ワクナール」注射に因て強陽牲に

轄することも都會地の患者に比較すると早し｡

硬結並化膿潰癌との病機の消長

各期の肺結核患者、骨結核、腺結核患者其他結

核性 と思はれる患者に 「ワクナール」を注射 し硬

結化膿潰瘍を形成することは今までの報告と攣や

なきも都會地及び山聞地匠海岸地画の患者にして

初期第 玉期又は無自畳性結核 と思はれるもの何れ

ル

にも現はれる化膿の形成は都會地の患者の方邊 く

山聞地匠海岸地匝の患者の方早 く1000倍 液100

倍液を通 じて10同 に達せす して之を認む而して荷
一般症歌良妊に韓 じ易 し殊に小見結核には一暦早

し叉 ザワクナール」注射後結節化膿潰瘍現はれる

と同時に結核菌に封する喰菌率の高まることは都

會地の者に比して其率高 く即ち 「ワクナール」注

射絡了後其率100多 に近き患者多藪を認めた り｡

、ワクナール注射による臨床所見の璽化

無自畳性結核並に肺結核初期第1期 第2期 の患

者は絶て 「ワクナール」注射に因 り其効を奏し注

射同敷絡了せ ざる途中即ち結核症歌の程度に因 り

1000倍 液100倍 液を通 じて僅かに7、8同 位重

ねると相當の輕動作用家事の勤務に堪へる患者多

し 「ワクナ'-7v」 注射療法 を始めてより1、2ヶ

月位に至れば同復に向ふ患者多藪 を認めた り｡

熱に勤する關係

有熱毒者と錐 も 「ワクナール」注射する己とに

因て其の熱度を増進することな く｡1000倍液6、7

同又は100倍 液3、4同 注射するに至れば却て固

有の熱は次第に下降する例相當多し叉稀れには多

少の反慮熱を呈するものあ りた り又無熱患者にし

て「ワクナール」注射後1日 或2日 位微熱 を嚢 した

る例2、3認 めた り之れは其疾病の良好且注射其物

の効 を奏することを意味するものにて注射後の多

少の反磨熱は却て治療上喜ぱ しむること 玉信す｡

咳漱喀疫喀血血疲に封する關係

「ワクナrル 」注射により咳漱喀湊喀血血湊等は

増悪せす却て咳漱喀湊喀血血痩等 も漸次減退清失

す例へ多量の喀貴頻畿叉は血疾あるも止血剤等 を

投與せす自然に止血する例甚だ多きを認めた｡

「ワクナール」注射に因る副作用

「ワクナール」注射の爲に注射局部に硬結化膿叉

は潰瘍を生することは患者に因ては不快な りと云

ふ観念を抱 くも之れは快 して杞憂することな く却

て治療上有意義なる基礎 となるべき現象なり余は

此の硬結化膿潰瘍の現象を目標として治療便値 を

判定得べ く信す「ワクナール」注射同数を壇すに從

て硬結化膿潰瘍の現れる者は勿論例へ其の現象を

現はさざる者にても人型結核菌に樹する喰菌率高

進すると同時に患者の一般諸症歌の良妊なること
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は十数年間に亙 り1万 敏千名の患者に就いて實験

したる所な り又此化膿は他の菌帥ち化膿菌に因る

ものに非 らす して結核死菌に基 く良性限局性結核

愛化と云ふべきな り故に化膿を來す も切開を施さ

す 自開又は吸牧等の自然治癒を待てば可な り其化

膿潰瘍 も海水浴入浴並に日静の弊務には少しも差

支へな し荷山聞地匠灘岸地硬の患者は都會地匠の,

,患者に比 し其硬結化膿潰瘍等の苦痛少な く却て元

氣同復 し漁業農業等の勤勢に堪へ居れ り｡

.∫ ワクナール」接種患者の輕錦

山聞地匠海岸地匠に於ける患者の治療に 「ワク ・

ナPt・7v」を注射 して観察 したる激200名 内外其の

患者の種類は肺結核(初 期第1期 第2期 第3期)

骨結核(初期第1期 第2期)、 小兇結核、脊髄「カリ

ヱス」肋膜結核にして該患者に千倍液次で百倍液

を注射したるに殆 ど凡て良好にて目下家事勤務は

勿論相當の勢務に就青居れ り又第3期 患者であつ

て も比較的輕き者は余の方法にて 「ワクナール」

注射 し経過良く今も荷勤務中の例2、3あ り斯る

第3期 とも思はれる ものにて も山聞地匝海岸地匠

の患者は都會地の患者に比 して良き傾向あり又脊

髄 「カ リヱス」足關蔀結核等は約23年 前の螢病者

も本療法に因て元氣同復し勤勢作業に堪へ易 くな

りたる患者2、3あ りた り以上記述せ し患者は注

射終了後結核菌に樹する抗菌率の高まる其れは都

會地の患者に比 し早 く且つ高率な り｡

肺 結核患者 に使用 したる ワク ナー ル治

療成績報告

北 研 桑 原 忠 實

ワクナールは今より十藪年前より約籔千人の結

核患者に使用 したるに其注射局部に化膿潰瘍を形

成せ しむると共に 「マ ントー」氏反慮は更に顯著

となれ り尚結核菌に封する喰菌率は増進 し同時に

臨床所見吸び赤沈速度の良好並 「レントゲン」陰

影の減退消失 を來 し約80%以 上のものは治癒の歌

態にあることは去る昭和16年度結核學會以來毎年

同學會毎に之を獲表報告せ り、從來の研究にては

各期患者の如何に關 らす唯注射局部の化膿潰瘍を

待ちてのみ其一般諸症歌の良否を観察せ しも最近

の研究にては余は時節柄主として會社從業員及各

學校職員生徒に封 し短期治癒 を促す爲 「ワクナー

ル」注射同数及注射間隔を短縮 して之が早期治療

を翠みたるものにして其注射局部の歴痛感及化膿

潰瘍の形成遅速によ鉄患者の一般諸症朕の良好の

逞速にも關係あることを知るに至れ り、即ちワク

ナール注射を始めてより其注射局部に比較的早 く

化膿次で潰瘍 を來すと同時に→般諸症状念に良好

に縛する者あ り其者は「ツ」反磨強陽性並に陽性者

たる者叉は虚弱者にして輕症者が第一位で肺結核

第2期 患者は前者に比し「ツ」反鷹は梢減弱者であ

る關係か化膿潰瘍は前者より少しく逞れ肺結核第

3期 患者は 「ツ」反鷹前二者に比し術減弱なる爲

めか化膿潰瘍 も遙かに逞れて現れ うか又は現れな

い事 もある、か 玉る例は豫後多 くは不良な り今此

等實験例に就いて総括的に少 く記述せん｡

使 用 方 法

「ワクナール」注射同敷は千倍液は從來20同 位使

用 したるも10同内外にて絡る樹又百倍液に14、5回

乃至20同 を以「亨十分 とす注射聞隔 も叉從來は5日
一7日 な りしも2日 一一3日 の聞隔 を以て試みしに

之亦何等の1障害な く結節化膿潰瘍 も現 はれ1期

2期 と思はしき患者は1、2ケ 月乃至約2、3月

後には各自の業務に服 し得荷其傍 ら注射綬行する

も可な り｡

貿験成績及結論

「ワクナール」は人型結核菌を特殊の方法にて殺

菌 したる結核死菌免疫元な のしを以て之を皮下に

接種することによりて注射局部に良性限局性結核

たる硬結を作 り其の注射同数及分量の多きに從て

其局部の化膿潰瘍を作る・殊にか様の歌態は「ツ」

反磨陽性及強陽性者に限る又之を呈すると同時に
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